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シャドウのダイヤグラム・２ 

 

 下の図は１辺の長さが６㎝の正方形ＡＢＣＧと，１辺の長さが４㎝の正方形ＦＣＤＥを辺ＢＣとＣＤが一

直線になるように辺ＣＧとＣＦを重ねたものです。点Ｉは辺ＤＥを二等分し，ＨＩとＢＤは平行です。 

・点Ｐは頂点Ａから出発して毎秒２㎝の速さで，ＡＥ間を，ＡＧ，ＧＦ，ＦＥを通って往復し続けます。 

・点Ｑは頂点Ｂから出発して毎秒１㎝の速さでＢＤ上を往復し続けます。 

・点Ｒは点Ｉから出発して毎秒４㎝の速さでＩＨ上を往復し続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３点Ｐ，Ｑ，Ｒが同時に出発するとき，３点Ｐ，Ｑ，Ｒが一直線上に並ぶのは，出発してから何秒後です

か。点Ｒが３回目に点Ｉに戻ってくるまでについて，すべて答えなさい。 

  

Die Grundlagen

der Arithmetik

für die Aufnahmeprüfung

受験算数の基礎

最難関問題 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ Ｄ 

Ｅ 
Ｆ 

Ｐ 

Ｑ 
Ｒ 

Ｇ 

Ｈ Ｉ 



https://jukensansuu.org 

 

シャドウのダイヤグラム・２ 
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 図①のように直線ＰＱとＨＩの交点をＳとします。点Ｓは点Ｐ，Ｑの動きにともなってＨＩ上を移動しま

す。点Ｓの動きについて注意が必要な部分を抜き出すと，３～４秒後，Ｐは図②のようにＧからＦに向かっ

て進みますが，直線ＰＱは平行のままなので，Ｓは一定の速さで１㎝進みます。６～８秒後，Ｐが図③のよ

うにＥからＦに向かって進むため，Ｓは向きを変えてＨに向けて１㎝進みます。 

 

 図①             図②３～４秒後        図③６～８秒後 

 

 

 

 

 

 

 

 ８～９秒後，Ｐは図④のようにＦからＧに向かって進みますが，直線ＰＱは平行のままなので，ＳはＩに

向けて１㎝進みます。９～１０秒後，Ｓは図⑤のように動きません。 

 

図④８～９秒後         図⑤９～１０秒後 
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 点Ｒが３往復する，２０÷４×３＝１５（秒後）までの，時間と，点Ｒ，ＳのＨＩ上のＨからの距離の関

係をグラフにすると，図⑥のようになります。 

 

   図⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここから６か所の交わる点を求めて， 
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